
　
男
性
が
書
く
日
記
を
女
性
も
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
、
帰
京
の
旅
の
顚
末
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
出
立
に
あ
た
っ
て
人
々
は
別
れ
を
惜
し
む
。

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

段

意

第
　
一

初
め
～

Ｐ
七
四
・
3
〈
す
る
な
り
。〉

　
男
性
が
書
く
日
記
を
女
性
で
あ
る
私
も
書
い
て
み
る
。

第
　
二

Ｐ
七
四
・
4
〈
そ
れ
の
年
の
〉
～

Ｐ
七
四
・
7
〈
書
き
つ
く
。〉

　
某
年
十
二
月
二
十
一
日
出
立
の
顚
末
を
日
記
の
内
容
と
す
る
。

第
　
三

Ｐ
七
四
・
8
〈
あ
る
人
〉
～

Ｐ
七
五
・
2
〈
夜
更
け
ぬ
。〉

　
あ
る
国
司
が
任
期
を
終
え
て
、
諸
手
続
き
を
済
ま
せ
て
船
に
乗
る
は
ず
の
場
所
へ
行
く
。
見
送
り
の
人
々

と
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
う
ち
に
夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
。

第
　
四

Ｐ
七
五
・
3
〈
二
十
二
日
に
〉
～

Ｐ
七
五
・
5
〈
あ
ざ
れ
合
へ
り
。〉

　
二
十
二
日
に
、
和
泉
の
国
ま
で
旅
の
無
事
を
祈
る
。
藤
原
と
き
ざ
ね
が
送
別
の
宴
を
開
く
。
皆
酔
っ
ぱ
ら

っ
て
ふ
ざ
け
あ
っ
た
。

第
　
五

Ｐ
七
五
・
6
〈
二
十
三
日
。〉
～

Ｐ
七
五
・
9
〈
し
も
あ
ら
ず
。〉

　
二
十
三
日
。
八
木
の
や
す
の
り
が
送
別
の
宴
を
開
く
。
心
あ
る
者
た
ち
は
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
や
っ
て

来
た
。

第
　
六

Ｐ
七
五
・
10
〈
二
十
四
日
。〉
～

終
わ
り

　
二
十
四
日
。
講
師
が
送
別
の
宴
に
お
い
で
に
な
っ
た
。
み
な
が
酔
っ
て
、
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
た
。
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要
旨

構
成 門

出



①
男を
と
こ 

も係
助
・
同
類  

すサ
変
・
終  

な
る

伝
・
体  

日に

記き 

と格
助
・
引
用  

い
ふ

ハ
四
・
体  

も
の 

を
、

格
助
・
対
象  

女を
ん
な 

も係
助
・
同
類  

しサ
変
・
用
　
て接

助
・
単
接
　
み補

動
・
マ
上
一
・
未
　
む意

・
終
　
と
て

格
助
・
引
用
　
す
る

サ
変
・
体
　
な
り
。

断
・
終

②
そ
れ

代

 

の格
助
・
体
修  
年と
し 

の格
助
・
体
修  

十し

　は

　す
二
月 

の格
助
・
体
修  

二は

　つ

　か
十
日
あ
ま
り
一ひ
と

日ひ 

の格
助
・
体
修  

日ひ 

の格
助
・
体
修  

戌い
ぬ 

の格
助
・
体
修  
刻と
き 
に
、

格
助
・
時
間  

門か
ど

出で 

す
。

サ
変
・
終  

③
そ代  

の格
助
・
体
修  

よ
し
、 

い
さ
さ
か
に

形
動
ナ
リ
・
用

 

も
の
　
に格

助
・
場
所
　
書か

き
つ
く
。

カ
下
二
・
終



④
あ
る

連

 

人ひ
と

、 

県あ
が
た　
の格助

・
体
修  

四よ

年と
せ 
五い
つ

年と
せ 

果は

て
タ
下
二
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

例れ
い 

の格助
・
体
修  

こ
と
ど
も 

み
な

副

 

し
終を

へ

ハ
下
二
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

解げ

由ゆ 

な
ど

副
助
・
婉  
取と

り
ラ
四
・
用  
て
、

接
助
・
単
接  

住す

む
マ
四
・
体  

館た
ち 

よ
り

格
助
・
起
点  

出い

で
ダ
下
二
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

船ふ
ね 

に格助
・
対
象  

乗の

る
ラ
四
・
終  

べ
き

当
・
体  

所と
こ
ろ 

へ格助
・
方
向  
渡わ
た

る
。

ラ
四
・
終  

⑤
か
れ

代

 

こ
れ
、

代

 

知し

る
ラ
四
・
体  

知し

ら
ラ
四
・
未  

ぬ
、

打
・
体  

送お
く

り 

す
。

サ
変
・
終  

⑥
年と
し

ご
ろ 

よ
く

形
ク
・
用  

く
ら
べ

バ
下
二
・
用  
つ
る

完
・
体  

人ひ
と

々び
と 

な
む
、

係
助
・
強
意（
係
）  

別わ
か

れ
が
た
く

形
ク
・
用

 

思お
も

ひ
ハ
四
・
用（
流
れ
）  

て
、

接
助
・
単
接  

日ひ 

し
き
り
に
、

副

 

と
か
く

副

 
しサ変

・
用（
流
れ
）  

つ
つ
、

接
助
・
継
続  

の
の
し
る

ラ
四
・
体（
流
れ
）　
う
ち
　
に
、

格
助
・
時
間
　
夜よ

　
更ふ

け
カ
下
二
・
用
　
ぬ
。

完
・
終

　
①
男
も
書
く
と
い
う
日
記
と
い
う
も
の
を
、

女
（
で
あ
る
私
）
も
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ

て
書
く
の
で
あ
る
。

　
②
某
年
の
（
陰
暦
）
十
二
月
二
十
一
日
の

日
の
午
後
八
時
頃
に
、
出
発
す
る
。
③
そ
の

事
の
次
第
を
、
少
し
ば
か
り
物
（
紙
）
に
書

き
つ
け
る
。

　
④
あ
る
人
が
、（
地
方
官
と
し
て
の
）
任

国
で
の
四
、
五
年
（
の
任
期
）
が
終
わ
っ
て
、

慣
例
の
諸
事
務
を
全
て
し
終
え
て
、（
新
任

の
国
司
か
ら
事
務
引
継
ぎ
終
了
を
証
明
す

る
）
解
由
状
な
ど
を
受
け
取
っ
て
、
住
ん
で

い
る
官
舎
か
ら
出
て
、
船
に
乗
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
場
所
へ
移
る
。
⑤
あ
の
人
こ
の
人
、

知
っ
て
い
る
人
知
ら
な
い
人
が
、
見
送
り
を

す
る
。
⑥
長
年
の
間
親
し
く
付
き
合
っ
て
い

た
人
々
は
、
別
れ
が
た
く
思
っ
て
、
一
日
中
、

あ
れ
こ
れ
と
し
て
い
て
、
大
騒
ぎ
す
る
う
ち

に
、
夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
。

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（
表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
巻
末
参
照
。）
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⑦
二
十
二
日
に
、
和
泉
の
国
ま
で
は
（
た

ど
り
着
か
せ
て
ほ
し
い
）
と
、
無
事
で
あ
る

よ
う
に
願
を
か
け
る
。
⑧
藤
原
の
と
き
ざ
ね

が
、（
馬
は
使
わ
な
い
）
船
旅
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
馬
の
は
な
む
け
（
送
別
の
宴
）
を
す

る
。
⑨
身
分
の
高
い
人
も
普
通
の
人
も
低
い

人
も
、
す
っ
か
り
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
た
い
そ

う
不
思
議
な
こ
と
に
、（
塩
が
き
い
て
い
て

「
あ
ざ
る
｟
も
の
が
腐
る
｠」
は
ず
の
な
い
）

海
の
ほ
と
り
で
、「
あ
ざ
れ
（
ふ
ざ
け
）」
合

っ
て
い
る
。

　
⑩
二
十
三
日
。
⑪
八
木
の
や
す
の
り
と
い

う
人
が
い
る
。
⑫
こ
の
人
は
、
国
府
に
お
い

て
決
し
て
重
用
さ
れ
た
者
で
も
な
い
よ
う
で

あ
る
。
⑬
そ
ん
な
人
物
が
、
立
派
な
様
子
で
、

餞
別
を
す
る
。
⑭
前
国
守
の
人
柄
で
あ
ろ
う

か
、
国
人
の
心
の
常
と
し
て
、「
今
更
（
見

送
り
に
行
っ
て
も
仕
方
が
な
い
）」
と
言
っ

て
現
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
真
心
の
あ
る

者
は
、
憚
る
こ
と
な
く
や
っ
て
来
た
。
⑮
こ

れ
は
、
物
を
も
ら
っ
た
か
ら
褒
め
る
わ
け
で

は
な
い
。

⑦
二は
つ
か
あ
ま
り
ふ
つ
か

十
二
日 

に
、

格
助
・
時
間  

和い
づ
み泉

の
国く
に 

ま
で

副
助
・
範
囲  

と
、

格
助
・
引
用  

平た
ひ

ら
か
に

形
動
ナ
リ
・
用  

願ぐ
わ
ん 

立た

つ
。

タ
下
二
・
終  

⑧
藤ふ
ぢ

原は
ら 

の
と
き
ざ
ね
、 

船ふ
な

路ぢ 

な
れ

断
・
已  

ど
、

接
助
・
逆
確  

馬む
ま

の
は
な
む
け 

す
。

サ
変
・
終  

⑨
上か
み 

中な
か 

下し
も

、 

酔ゑ

ひ
飽あ

き

カ
四
・
用

 
て
、

接
助
・
単
接  

い
と

副

 

あ
や
し
く
、

形
シ
ク
・
用

 

潮し
ほ

海う
み 

の格助
・
体
修  

ほ
と
り 

に
て
、

格
助
・
場
所  

あ
ざ
れ
合あ

へ

ハ
四
・
已

 

り
。

存
・
終⑩

二は
つ
か
あ
ま
り
み
か

十
三
日
。 

⑪
八や

木ぎ

の
や
す
の
り 

と格助
・
引
用  

い
ふ

ハ
四
・
体  

人ひ
と 

あ
り
。

ラ
変
・
終  

⑫
こ代  

の格助
・
体
修  

人ひ
と

、 

国く
に 

に格助
・
場
所  

必か
な
らず

し
も

副

 

言い

ひ
ハ
四
・
用  
使つ
か

ふ
ハ
四
・
体  

者も
の 

に断・
用  

も係助
・
強
意  

あ
ら

ラ
変
・
未  

ざ打・
体（
撥
音〈
無
表
記
〉）  

な
り
。

定
・
終

 

⑬
こ
れ

代

 

ぞ
、

係
助
・
強
意（
係
）  

た
た
は
し
き

形
シ
ク
・
体

 
や
う 

に
て
、

格
助
・
状
態  

馬む
ま

の
は
な
む
け 

しサ変
・
用  

た
る
。

完
・
体（
結
）  

⑭
守か
み

柄が
ら 

に断・
用  

や係助
・
疑
問（
係
）  

あ
ら

補
動
・
ラ
変
・
未  

む
、

推
・
体（
結
）  
国く
に

人ひ
と 

の格助
・
体
修  

心こ
こ
ろ 

の格助
・
体
修  

常つ
ね 

と格助
・
状
態  

しサ変
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

「
今い
ま 

は
。」

係
助
・
区
別  

と格助
・
引
用  

て接助
・
単
接  
見み

え
ヤ
下
二
・
未  

ざ打・
体（
撥
音〈
無
表
記
〉）  

な
る

定
・
体  

を
、

接
助
・
逆
接  

心こ
こ
ろあ

る

ラ
変
・
体

 

者も
の 

は
、

係
助
・
区
別  

恥は

ぢ
ダ
上
二
・
未  

ず
　

に
連
語（
打
・
用
＋
格
助
・
状
態
）  

な
む

係
助
・
強
意（
係
）  

来きカ
変
・
用  

け
る
。

過
・
体（
結
）  

⑮
こ
れ

代

 

は
、

係
助
・
区
別
　
物も
の

　
に格助

・
対
象
　
よ
り

ラ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
褒ほ

む
る

マ
下
二
・
体

　
に断・

用
　
し
も

副
助
・
強
意
　
あ
ら

補
動
・
ラ
変
・
未
　
ず
。

打
・
終

⑯
二は
つ
か
あ
ま
り
よ
か

十
四
日
。 

⑰
講か
う

師じ

、 

馬む
ま

の
は
な
む
け 

しサ変
・
用  

に格助
・
目
的  

出い

で
ま
せ

サ
四
・
已（
尊
）語
り
手
→
講
師  

り
。

完
・
終  

　
⑯
二
十
四
日
。
⑰
国
分
寺
の
住
職
が
、
餞

別
に
お
見
え
に
な
っ
た
。
⑱
上
も
下
も
、
あ
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り
と
あ
ら
ゆ
る
身
分
の
人
々
、
子
供
ま
で
が

酔
い
し
れ
て
、
一
と
い
う
文
字
す
ら
知
ら
な

い
者
が
、
そ
の
足
を
十
文
字
に
踏
ん
で
遊
ぶ
。

⑱
あ
り
　

と
　

あ
る

連
語（
ラ
変
・
用
＋
格
助
・
並
列
＋
ラ
変
・
体
）  

上か
み

下し
も

、 

童わ
ら
は 

ま
で

副
助
・
範
囲  

酔ゑ

ひ
し
れ

ラ
下
二
・
用

 

て
、

接
助
・
単
接  

一い
ち

文も
ん

字じ 

を格助
・
対
象  

だ
に

副
助
・
類
推  
知し

ら
ラ
四
・
未  

ぬ打・
体  

者も
の

、 

し代  

が格助
・
体
修  

足あ
し 

は係助
・
区
別  

十じ
ふ

文も
ん

字じ 

に格助
・
状
態  

踏ふ

み
マ
四
・
用  

て接助
・
単
接  

ぞ係助
・
強
意（
係
）　
遊あ
そ

ぶ
。

バ
四
・
体（
結
）
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❶��

新
し
い
作
品
を
扱
う
際
に
は
必
ず
文
学
史
的
事
項
に
つ
い
て
言
及
す
る
べ

き
で
、
こ
こ
で
も
生
徒
自
身
に
調
べ
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
教
科
書

の
作
品
紹
介
が
載
せ
る
以
上
の
、
作
品
の
関
連
情
報
を
調
査
さ
せ
た
い
。

❶��

有
名
作
品
の
冒
頭
部
分
は
暗
唱
さ
せ
る
と
よ
い
。「
土
佐
日
記
」
の
冒
頭

詳
細
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
同
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
他
作
品
と
し
て
何
が

あ
る
か
、
そ
れ
ら
と
の
先
後
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
程
度
で
よ
い
。

紀
貫
之
は
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
「
古
今
和
歌
集
」
の
撰
者
で
あ
り
、
仮
名

序
の
執
筆
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
仮

名
散
文
の
創
始
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
、
日
本
語
日
本
文
学
史
上
に
占
め

る
重
要
な
位
置
を
理
解
さ
せ
た
い
。

　【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

部
分
は
助
動
詞
「
な
り
」
の
識
別
の
目
安
と
も
な
り
、
非
常
に
有
益
で
あ

る
。
ま
た
、「
酔
ひ
」
な
ど
、
現
代
と
著
し
く
発
音
の
異
な
る
語
に
は
特

に
注
意
さ
せ
る
。「
か
れ
こ
れ
、
知
る
知
ら
ぬ
」
の
対
照
法
の
部
分
は
リ

ズ
ム
に
注
意
し
て
読
ま
せ
る
。

　【
評
価
】
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い

て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
音
読
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❷
重
要
古
語
に
関
し
て
は
、
接
続
や
意
味
の
違
い
に
着
目
し
て
紛
ら
わ
し
い

語
の
識
別
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
ま
た
、
十
二
支
、
月
の
異
名
な

ど
古
典
常
識
に
関
わ
る
語
に
関
し
て
は
、
断
片
的
、
そ
の
場
限
り
の
知
識

で
な
く
、
体
系
的
、
網
羅
的
に
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
助
動
詞
の

「
べ
し
」
は
意
味
が
多
い
の
で
注
意
し
た
い
。「
知
る
知
ら
ぬ
」
が
準
体
法
、
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
土
佐
日
記
」
と
作
者
紀
貫
之
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
こ
と
を
発
表

す
る
。
知
技
⑴
ア

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
門
出
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❷�

重
要
古
語
の
意
味
・
用
法
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

❸�

現
代
語
訳
し
、
段
落
ご
と
に
内
容
を
確
認
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❹�

作
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
書
い
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。
思
判
表
Ｂ

⑴
エ

❺�

諧
謔
表
現
を
味
わ
う
。
知
技
⑴
エ
　
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1

展
開



「
な
む
」
の
結
び
が
流
れ
て
い
る
点
な
ど
、
確
実
に
理
解
さ
せ
た
い
。

　【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら

の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し

て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
・
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❸
現
代
語
訳
は
逐
語
訳
を
基
本
に
正
確
な
理
解
を
徹
底
さ
せ
た
い
。
あ
い
ま

い
で
感
覚
的
な
訳
を
し
て
い
て
は
正
確
な
読
解
力
は
身
に
つ
か
な
い
。

　【
評
価
】
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い

て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
授
業
中
に
指
名
し
、
部
分
の
現

代
語
訳
や
品
詞
分
解
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❹
導
入
の
調
査
と
関
連
さ
せ
て
、
作
者
が
女
性
を
筆
者
に
仕
立
て
る
と
い
う

虚
構
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
教
科
書
の
脚
注
を
参
照
し

て
、
作
者
自
身
を
「
あ
る
人
」
と
第
三
者
的
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
、
冒

頭
の
女
性
仮
託
と
も
関
連
づ
け
な
が
ら
理
解
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
男
性
の
作
者
が
あ
え
て
女
性
に
仮
託
し
て
日
記
を
書
こ
う
と
し

た
意
図
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と

の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
か
、
発
表
な
ど
に
よ
り
、

確
認
す
る
。

❺
諧
謔
表
現
は
、
言
葉
の
多
義
性
を
利
用
し
て
意
外
性
と
お
も
し
ろ
み
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
・
諧
謔
表
現
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感

じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
か
、
口
頭
で
説
明
さ
せ

て
、
確
認
す
る
。

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
古文編　単元 5　「門出」　教材の詳細● 6

c_05_01_01_kadode_kyozai

《
板
書
例
》　
諧
謔
表
現

　
陸
路
　
馬
の
は
な
む
け
（
送
別
の
宴
）

　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
海
路
　
船
旅

　
上
中
下
─
あ
ざ
る
（
ふ
ざ
け
る
）

　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
あ
ざ
る
（
腐
る
）

　
　
　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
潮
海
（
塩
気
は
腐
敗
を
防
ぐ
）

　
　
　
　
　
　
一
文
字
　
を
だ
に
　
知
ら
ぬ
　
者

　
　
　
　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　

　
し
が
足
は
　
十
文
字
　
に
　
　
　
踏
み
て
　
遊
ぶ

矛
盾
＝
諧
謔

掛
詞
＝
諧
謔

矛
盾
＝
諧
謔矛

盾
＝
諧
謔



❶��「
男
の
文
章
と
女
の
文
章
」
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
考
え
さ
せ
る
。「
男
も

す
な
る
日
記
」
が
ど
う
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
、

そ
れ
と
の
対
比
で
女
性
の
日
記
が
も
ち
う
る
特
徴
を
考
え
さ
せ
た
い
。
日

記
に
限
ら
ず
、
当
時
の
一
般
と
し
て
、
男
性
は
漢
文
、
女
性
は
仮
名
文
と

い
う
通
念
が
あ
っ
た
こ
と
や
「
女
手
」
な
ど
の
言
葉
の
紹
介
を
絡
め
た
り

し
な
が
ら
、
理
解
さ
せ
た
い
。
男
性
漢
文
日
記
と
女
性
仮
名
日
記
の
特
徴

の
違
い
を
調
べ
さ
せ
て
、
発
表
さ
せ
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
さ

せ
て
も
よ
い
。

　【
評
価
】
時
間
の
経
過
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
か
、
確
認
す
る
。

　
・
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
に
つ
い
て
、
日
記
文
学
が
、
日
記
文
学
が
単
な

る
事
実
の
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
者
の
思
想
や
人
々
の
心
情
を
掘
り
下

げ
る
こ
と
の
で
き
る
文
学
形
態
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を
深
め
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　
・
進
ん
で
日
記
文
学
の
特
徴
や
成
立
の
背
景
を
理
解
し
、
諧
謔
な
ど
の
表

現
の
工
夫
を
味
わ
い
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
女
性
に
仮
託
し
た
作
者
が
日

記
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
「
男
の
文
章
と
女
の
文

章
」
を
参
考
に
し
て
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❷��

地
図
を
参
照
し
て
海
路
の
危
険
を
理
解
さ
せ
る
。
当
時
の
国
制
を
話
し
て

和
泉
の
国
が
安
全
な
畿
内
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

❷
見
送
る
人
々
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、「
願
」
を
立
て
た

こ
と
な
ど
を
参
考
に
し
、
登
場
人
物
の
心
情
を
表
す
言
葉
を
抜
き
出
さ
せ
、

整
理
さ
せ
た
う
え
で
、
意
見
交
換
を
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
出
立
に
あ
た
っ
て
の
人
々
や
作
者
の
心
情
が
読
み
取
れ
て
い
る

か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。
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ま
と
め
と
発
展

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

男
性
の
日
記
と
女
性
の
日
記
の
あ
り
方
の
違
い
を
考
え
、
女
性
に
仮

託
し
た
意
味
を
考
え
る
。
知
技
⑵
エ
オ
　
主
態�

→
「
言
語
活
動
」
１

❷�

第
三
段
・
第
四
段
を
中
心
に
ま
と
め
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
・
2



発
問
例

●
七
四
ペ
ー
ジ

「
す
な
る
」（
２
行
目
）
と
「
す
る
な
り
」（
３
行

目
）
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
。

「
す
な
る
」
は
「
す
る
と
い
う
、
す
る
と
聞
い
て

い
る
」
の
意
で
、「
な
る
」
は
伝
聞
の
助
動
詞
・

連
体
形
。「
す
る
な
り
」
は
「
す
る
の
で
あ
る
」

の
意
で
、「
な
り
」
は
断
定
の
助
動
詞
・
終
止
形
。

品
詞
分
解
し
て
文
法
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す

る
。「
な
り
」
の
識
別
は
重
要
。
形
容
動
詞
の
語

尾
や
四
段
動
詞
「
な
る
」
と
共
に
こ
こ
で
説
明
す

る
。

「
男
も
す
な
る
日
記
」（
２
行
目
）
と
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

公
家
日
記
。
漢
文
で
書
か
れ
た
事
実
の
記
録
。

「
女
も
し
て
み
む
」（
３
行
目
）
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

女
（
で
あ
る
私
）
も
書
い
て
み
よ
う
。

「
十し

二は

月す

」（
４
行
目
）
の
よ
う
な
月
の
異
名
を
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
言
い
な
さ
い
。

問答補問答問答問答

語
句
の
研
究

●
七
四
ペ
ー
ジ

2
男
も
す
な
る
　「
男
も
書
く
と
い
う
」。「
も
」
を

列
挙
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
萩
谷
朴
氏
に
よ
る

と
、
こ
こ
は
「
僕
も
行
く
か
ら
君
も
行
け
」
の

「
僕
も
」
の
「
も
」
の
よ
う
に
、
下
の
「
女
も
」

を
誘
い
出
す
た
め
の
強
意
の
係
助
詞
で
、「
女
も
」

の
「
も
」
は
列
挙
の
係
助
詞
。「
な
る
」
は
伝
聞

の
助
動
詞
で
終
止
形
接
続
。
男
が
日
記
を
書
く
こ

と
を
伝
聞
の
形
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
筆
者
を
女

性
に
仮
託
し
て
い
る
た
め
。

2
日
記
　
促
音
便
無
表
記
で
「
に
き
」
と
も
表
記
さ

れ
た
。
平
安
時
代
に
は
諸
官
庁
の
公
務
な
ど
を
記

録
し
た
公
日
記
、
儀
式
や
行
動
を
記
録
し
た
私
日

記
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
男
性
が
変
体
漢
文
で

記
し
た
も
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
平
安

時
代
中
期
、
右
大
臣
で
あ
っ
た
藤ふ
じ

原わ
ら

師の
も

輔ろ
す
けの
日
記

「
九き
ゅ

暦う
れ
き」

は
、
天

て
ん
り

暦ゃ
く

元
（
九四七）
年
十
一
月
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
十
八
日
、
節

会
事
、
有
子
細
、
卅
日
、
弓
場
始
、
主
上
先
射
給

当
的
事
」。
女
性
の
も
の
と
し
て
は
歌
合
の
次
第

を
書
い
た
和
文
の
歌
合
日
記
が
数
例
残
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
と
て
も
記
録
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

3
女
も
し
て
み
む
と
て
　「
女
の
私
も
書
い
て
み
よ

う
と
思
っ
て
」。「
み
る
」
は
接
続
助
詞
「
て
」
を

伴
っ
て
「
試
し
に
…
す
る
」
の
意
を
添
え
る
補
助

動
詞
。
筆
者
を
女
性
に
仮
託
し
て
い
る
。
一
般
的

に
は
、
仮
名
文
字
で
書
く
た
め
の
「
女
性
仮
託
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
勅
撰
集
で
あ
る
「
古
今
和

歌
集
」
の
序
文
を
仮
名
で
書
く
と
い
う
大
胆
な
こ

と
を
や
っ
て
の
け
た
貫
之
が
、
私
的
な
日
記
を
仮

名
で
書
く
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
と
は
思
え

な
い
。
そ
れ
よ
り
は
次
の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
①
男
性
官
人
と
し
て
の
立
場
か
ら

自
由
に
な
り
、
私
的
個
人
的
立
場
か
ら
自
由
に
執

筆
で
き
る
。
②
出
来
事
の
無
味
乾
燥
な
記
録
と
は

異
な
り
、
人
々
の
人
情
の
動
き
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
亡
く
な
っ
た
女
の
子
へ

の
哀
惜
の
念
な
ど
悲
嘆
的
感
傷
的
な
内
容
を
、
当

事
者
と
し
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
作
者
の
そ
ば
に
い
た
女
性
の
立
場
を
取
る
こ
と

で
、
貫
之
自
身
を
第
三
者
的
に
突
き
放
し
て
書
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
④
漢
文
で
は
な
く

和
文
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
作
中
に
和

歌
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
、
地
の
文
に
も
、
和
歌
的
技
巧
を
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
に
加
え
、
作
者

が
持
っ
て
い
る
漢
文
的
な
文
章
力
、
す
な
わ
ち
、

対
句
的
、
対
照
的
な
構
成
法
も
加
味
さ
れ
て
、
仮
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一
　
月

睦む

月つ
き

七
　
月

文ふ

月づ
き

二
　
月

如き
さ

月ら
ぎ

八
　
月

葉は

月づ
き

三
　
月

弥や
よ
ひ生

九
　
月

長な
が

月つ
き

四
　
月

卯う

月づ
き

十
　
月

神か
ん

無な

月づ
き

五
　
月

皐さ

月つ
き

十
一
月

霜し
も

月つ
き

ふ
み
づ
き



戌
（
５
行
目
）
と
あ
る
が
、
十
二
支
を
全
て
答
え

な
さ
い
。

子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・

酉
・
戌
・
亥
。

「
そ
の
よ
し
」（
６
行
目
）
の
指
す
具
体
的
な
内
容

を
答
え
よ
。

あ
る
年
の
十
二
月
に
、
あ
る
人
（
作
者
）
が
京
へ

旅
立
つ
そ
の
旅
全
体
の
様
子
。

「
も
の
」（
６
行
目
）
と
は
、
具
体
的
に
何
の
こ
と

か
。

紙◉
「
あ
る
人
」（
８
行
目
）
と
は
、
誰
か
。

作
者
（
紀
貫
之
）
の
こ
と
。

作
者
（
紀
貫
之
）
は
女
性
に
仮
託
し
て
こ
の
文
章

を
書
い
て
い
る
の
で
、
自
分
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

「
あ
る
人
」
と
第
三
者
的
に
表
現
し
て
い
る
。「
あ

る
人
」
は
国
守
と
あ
り
、
貫
之
だ
と
分
か
る
。

「
乗
る
べ
き
所
」（
11
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
か
。

「
乗
る
は
ず
の
所
、
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
所
」

な
ど
。「
べ
き
」
は
当
然
の
助
動
詞
。

「
か
れ
こ
れ
」「
知
る
知
ら
ぬ
」（
七
四
・
11
～
七

五
・
１
行
目
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味

で
、
ど
の
よ
う
な
対
照
に
な
っ
て
い
る
か
。

「
か
れ
こ
れ
」
は
、「
あ
の
人
こ
の
人
」
の
意
で
遠

問答問答問答問答補問答問答

名
文
の
い
っ
そ
う
の
発
達
が
促
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
。

3
す
る
な
り
　「
書
く
の
で
あ
る
」。「
な
り
」
は
連

体
形
接
続
の
た
め
断
定
の
助
動
詞
。
こ
こ
ま
で
の

冒
頭
の
一
文
が
日
記
最
末
尾
の
「
と
ま
れ
か
う
ま

れ
、
疾
く
破
り
て
む
。」
と
対
応
す
る
。
冒
頭
は
、

女
性
を
装
っ
て
日
記
を
書
く
試
み
を
宣
言
し
て
い

る
文
で
あ
る
が
、
男
性
の
よ
う
な
日
記
を
書
く
つ

も
り
は
当
初
よ
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
に
末
文
は
、「
疾
く
破
り
て
む
」
と
あ
る
が
、

も
と
よ
り
作
者
に
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
も
冒
頭
と
同
様
偽
装
の
言
葉
で
あ
り
、

新
し
い
「
日
記
文
学
」
の
誕
生
を
裏
返
し
て
述
べ

た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
冒
頭

で
試
み
の
言
葉
を
述
べ
、
末
尾
で
そ
の
成
功
を
述

べ
て
い
る
と
い
う
対
応
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

4
そ
れ
の
年
　「
あ
る
年
、
某
年
」。
貫
之
が
任
国
土

佐
を
出
発
し
た
の
は
承
平
四
（
九三四）
年
だ
が
、

ぼ
か
し
て
言
っ
た
。

5
戌
の
刻
　
午
後
八
時
頃
。
一
日
二
十
四
時
間
を
十

二
等
分
し
、
午
前
零
時
か
ら
順
に
子
、
丑
、
寅
…

と
十
二
支
を
当
て
て
時
刻
の
目
安
と
し
た
。「
戌

の
刻
」
は
午
後
七
時
頃
か
ら
九
時
頃
の
二
時
間
と

も
、
午
後
八
時
か
ら
の
二
時
間
と
も
い
う
。
後
の

「
の
の
し
る
う
ち
に
、
夜
更
け
ぬ
」
に
対
応
。

5
門
出
　「
か
ど
い
で
」
か
ら
の
変
化
。「
出
発
」
の

意
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
吉
日
に
、
あ
る
い
は
よ
い

方
角
に
向
け
て
出
立
す
る
た
め
、
実
際
の
旅
立
ち

の
前
に
場
所
を
移
る
こ
と
。
貫
之
の
実
際
の
出
発

は
二
十
七
日
で
、
そ
れ
ま
で
送
別
の
宴
に
明
け
暮

れ
て
い
た
。

6
そ
の
よ
し
　「
そ
」
の
指
示
内
容
を
広
く
「
京
へ

の
旅
全
体
」
と
も
、
限
定
し
た
「
門
出
」
と
も
取

れ
る
が
、
こ
の
一
文
が
日
記
末
尾
の
「
忘
れ
が
た

く
、
口
惜
し
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
え
尽
く
さ
ず
。」

と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
、
前
者
と
見
る
。

「
よ
し
」
は
「
様
子
、
事
の
次
第
」
の
意
。

6
も
の
　「
紙
」
を
ぼ
か
し
た
表
現
。

8
あ
る
人
　
貫
之
自
身
を
第
三
者
的
に
ぼ
か
し
た
表

現
。
筆
者
に
仮
託
さ
れ
た
の
は
貫
之
の
身
近
に
い

た
女
性
と
い
う
設
定
。
そ
の
女
性
の
視
点
か
ら
貫

之
自
身
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

8
県
の
四
年
五
年
　「
県
」
は
、
こ
こ
で
は
地
方
官

の
任
国
。
地
方
官
の
任
期
は
通
常
四
年
で
、
貫
之

は
延
長
八
（
九三〇）
年
正
月
に
任
命
さ
れ
、
同
年

秋
に
現
地
に
赴
任
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
ま

で
に
足
掛
け
五
年
が
経
過
し
て
い
る
。
後
任
の
国

守
の
着
任
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
待

ち
か
ね
た
、
よ
う
や
く
の
帰
京
で
あ
っ
た
。

9
例
の
こ
と
ど
も
　
国
司
交
替
の
際
に
行
わ
れ
る
恒
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例
の
事
務
引
き
継
ぎ
の
こ
と
。

9
解
由
　
解
由
状
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
、
官
人
の

交
替
の
際
、
後
任
者
が
前
任
者
と
の
交
替
事
務
の

完
了
を
認
め
て
交
付
す
る
文
書
。
前
任
者
は
一
定

期
日
内
に
こ
れ
を
太
政
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
次
の
官
職
に
つ
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
重
要
書
類
。

10
住
む
館
　
国
司
の
官
舎
。
現
在
の
高
知
県
南な
ん

国こ
く

市し

比ひ

江え

に
あ
っ
た
。

11
船
に
乗
る
べ
き
所
　
高
知
市
大
津
。
当
時
は
古
浦

戸
湾
に
面
し
た
良
港
だ
っ
た
が
、
現
在
は
陸
地
に

な
っ
て
い
る
。
十
二
月
二
十
七
日
条
に
「
大
津
よ

り
浦
戸
を
指
し
て
漕
ぎ
出
づ
。」
と
あ
る
。「
べ

き
」
は
当
然
の
助
動
詞
。

11
渡
る
　
あ
る
地
点
（
時
点
）
か
ら
他
へ
移
動
す
る

こ
と
で
、
こ
こ
は
「
行
く
、
移
る
」
の
意
。

11
か
れ
こ
れ
　
漢
語
「
彼
此
」
の
訳
語
と
言
わ
れ
る
。

こ
こ
は
「
あ
の
人
こ
の
人
、
誰
彼
」
の
意
。

●
七
五
ペ
ー
ジ

1
知
る
知
ら
ぬ
　「
知
る
」「
知
ら
ぬ
」
は
共
に
準
体

言
で
、
下
に
「
人
」
な
ど
を
補
っ
て
解
釈
す
る
。

次
の
「
送
り
す
」
の
主
語
。

1
年
ご
ろ
　「
年
来
、
数
年
の
間
」
の
意
で
、
こ
こ

は
貫
之
の
土
佐
国
守
在
任
期
間
を
指
す
。
同
類
の

表
現
に
「
月
ご
ろ
」「
日
ご
ろ
」
が
あ
る
。

1
く
ら
べ
つ
る
　「
く
ら
ぶ
」
は
「
親
し
く
付
き
合

う
」
の
意
。「
源
氏
物
語
」
に
、「
付
き
合
い
に
く

い
」
の
意
と
解
さ
れ
る
「
く
ら
べ
ぐ
る
し
」
の
語

が
あ
る
。

1
人
々
な
む
　
主
語
と
し
て
後
の
「
思
ふ
」「
す
」

「
の
の
し
る
」
に
掛
か
る
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
こ

で
文
が
終
止
し
な
い
た
め
に
係
り
結
び
が
行
わ
れ

ず
、
結
び
の
流
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
。

1
別
れ
が
た
く
　「
が
た
し
」
は
「
か
た
し
」
が
動

詞
の
連
用
形
に
つ
い
て
、
濁
音
化
し
た
接
尾
語
。

「
…
し
に
く
い
、
な
か
な
か
…
な
い
」
の
意
。

2
日
し
き
り
に
　
一
日
中
。

2
と
か
く
　「
あ
れ
こ
れ
」
の
意
の
副
詞
。
副
詞

「
と
」
＋
副
詞
「
か
く
」
で
一
語
化
し
た
も
の
。

2
の
の
し
る
　「
大
騒
ぎ
す
る
」。
現
代
語
と
の
語
義

の
違
い
に
注
意
。

3
二
十
二
日
　
写
本
の
原
表
記
が
漢
字
表
記
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
音
読
み
し
て
お
く
が
、「
は
つ

か
あ
ま
り
ふ
つ
か
」
と
和
訓
で
読
む
こ
と
も
可
能
。

3
和
泉
の
国
ま
で
と
、
平
ら
か
に
　「
和
泉
の
国
」

は
現
在
の
大
阪
府
南
部
。「
ま
で
」
の
後
に
「
た

ど
り
着
か
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
を
補
っ
て
解
釈
す

る
。「
と
」
は
引
用
の
格
助
詞
。「
平
ら
か
に
」
は

「（
旅
が
）
平
穏
無
事
で
あ
る
よ
う
に
」
と
す
る
説

と
「
心
穏
や
か
に
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
前
者
な

近
の
対
照
。「
知
る
知
ら
ぬ
」
は
、「
知
っ
て
い
る

人
知
ら
な
い
人
」
の
意
で
親
疎
の
対
照
。

●
七
五
ペ
ー
ジ

◉
「
人
々
な
む
」（
１
行
目
）
の
「
な
む
」
の
結

び
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

「
思
ひ
て
」「
し
つ
つ
」「
の
の
し
る
」
な
ど
の
語

に
掛
か
っ
て
い
き
、
そ
こ
で
文
が
終
止
せ
ず
先
へ

続
い
て
い
る
た
め
に
、
結
び
の
流
れ
が
起
こ
っ
て

い
る
。

文
末
の
「
更
け
ぬ
」
と
は
係
り
受
け
の
関
係
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

「
の
の
し
る
」（
２
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
か
。

大
騒
ぎ
す
る
。

「
更
け
ぬ
」（
２
行
目
）
を
文
法
的
に
説
明
し
、
現

代
語
訳
し
な
さ
い
。

カ
行
下
二
段
動
詞
「
更
く
」
の
連
用
形
＋
完
了
の

助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
。
更
け
て
し
ま
っ
た
。

「
な
む
」
を
受
け
て
は
い
な
い
の
で
、〈
未
然
形
＋

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
〉
で
は
な
い
。

「
船
路
な
れ
ど
、
馬
の
は
な
む
け
す
。」（
３
～
４

行
目
）
と
い
う
言
い
方
の
お
か
し
さ
（
洒し
ゃ
れ落
・
ユ

ー
モ
ア
）
を
説
明
せ
よ
。

馬
に
乗
ら
な
い
船
旅
で
あ
る
の
に
、
旅
立
つ
目
的

地
の
方
向
に
馬
の
鼻
を
向
け
て
、
旅
人
の
無
事
を

祈
願
す
る
古
代
の
風
習
で
あ
る
「
馬
の
は
な
む

け
」
を
言
い
立
て
、
わ
ざ
と
言
葉
の
上
で
の
矛
盾

問答補問答問答補問答
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を
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
る
。

「
上
中
下
」（
４
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

か
。

身
分
の
高
い
人
・
普
通
の
人
・
低
い
人
の
意
。

「
い
と
あ
や
し
く
、
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、
あ
ざ

れ
合
へ
り
。」（
3
～
４
行
目
）
に
は
二
通
り
の
解

釈
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
せ
よ
。

①
ま
こ
と
に
見
苦
し
く
、
海
の
ほ
と
り
で
酔
っ
ぱ

ら
っ
て
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
。
②
ま
こ
と
に
不
思

議
な
こ
と
に
、
塩
の
き
い
た
海
の
ほ
と
り
で
、
腐

る
は
ず
が
な
い
の
に
腐
っ
て
い
る
。

「
平
ら
か
に
願
立
つ
。」（
３
行
目
）
と
あ
る
が
、

作
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
か
。

海
賊
の
横
行
や
風
雨
、
波
浪
が
強
く
、
海
が
荒
れ

る
こ
と
。
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

「
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、
あ
ざ
れ
合
へ
り
。」（
４

行
目
）
の
表
現
上
の
お
も
し
ろ
さ
を
説
明
せ
よ
。

「
あ
ざ
る
」
は
「
ふ
ざ
け
る
」
と
「（
魚
肉
な
ど

が
）
腐
る
」
の
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
。
和
歌
の

技
法
で
あ
る
掛
詞
と
同
様
の
考
え
方
で
、
人
々
が

「
海
辺
で
ふ
ざ
け
て
い
る
」
さ
ま
を
、「
腐
る
は
ず

の
な
い
所
で
腐
っ
て
い
る
」
と
言
い
立
て
、「
潮

海
」
と
「
あ
ざ
る
（
腐
る
）」
の
言
葉
の
上
で
の

矛
盾
を
楽
し
ん
で
い
る
。

◉
「
守
柄
に
や
あ
ら
む
」（
７
行
目
）
は
、
ど
こ

問答問答問答問答問

ら
ば
、
通
常
の
語
順
と
し
て
は
「
和
泉
の
国
ま
で

平
ら
か
に
と
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
風
浪
や

海
賊
の
危
険
が
な
く
な
る
内
海
の
畿
内
国
で
あ
る

和
泉
の
国
ま
で
来
れ
ば
一
安
心
と
い
う
意
識
か
ら
、

和
泉
の
国
を
強
調
的
に
先
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に

な
る
。
一
月
三
十
日
条
に
「
今
は
和
泉
の
国
に
来

ぬ
れ
ば
、
海
賊
も
の
な
ら
ず
。」
と
あ
る
の
に
対

応
し
て
い
る
と
し
て
前
者
を
採
っ
た
。

3
願
立
つ
　
神
仏
に
願
を
か
け
る
。
こ
こ
の
「
立

つ
」
は
他
動
詞
で
、
タ
行
下
二
段
動
詞
。

3
藤
原
の
と
き
ざ
ね
　
未
詳
。
呼
び
捨
て
に
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
身
分
の
低
い
人
物
で
、
貫
之

の
土
佐
国
府
で
の
下
僚
か
と
言
わ
れ
る
。

3
船
路
な
れ
ど
、
馬
の
は
な
む
け
す
　「
馬
の
は
な

む
け
」
は
元
来
、
旅
立
ち
に
あ
た
り
乗
馬
の
鼻
を

行
く
方
向
へ
向
け
て
無
事
を
祈
る
習
俗
で
、
後
に

は
送
別
の
も
て
な
し
や
そ
の
品
を
意
味
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
も
後
者
の
意
だ
が
、
馬
に
乗
ら

な
い
船
旅
な
の
に
「
馬
の
は
な
む
け
」
を
す
る
と

い
う
矛
盾
を
楽
し
む
諧
謔
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

4
上
中
下
　「
身
分
の
高
い
人
も
普
通
の
人
も
低
い

人
も
」
の
意
で
、
結
局
「
そ
こ
に
い
る
全
て
の

人
」
の
意
と
な
る
。

4
酔
ひ
飽
き
て
　「
飽
く
」
は
、
こ
こ
で
は
「
満
足

す
る
、
す
っ
か
り
…
す
る
」
の
意
。

4
あ
や
し
く
　「
不
思
議
な
こ
と
に
」。
次
の
「
潮
海

の
…
あ
ざ
れ
合
へ
り
。」
の
形
容
。
塩
の
き
い
た

海
と
「
あ
ざ
る
（
腐
る
）」
の
矛
盾
を
不
思
議
が

る
表
現
。
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
様
子
の
「
見
苦
し
く
」

の
意
を
も
表
す
と
す
る
説
も
あ
る
。

4
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、
あ
ざ
れ
合
へ
り
　「
あ
ざ

る
」
に
は
「
ふ
ざ
け
る
」「
腐
る
」
の
両
義
が
あ

る
。
こ
こ
は
「
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ふ
ざ
け
る
」
の
意

に
「
腐
る
」
の
意
を
掛
け
て
、
塩
の
き
い
た
海
の

ほ
と
り
な
の
に
腐
っ
て
い
る
、
と
矛
盾
を
楽
し
む

諧
謔
表
現
。
歌
人
と
し
て
の
作
者
の
言
葉
に
対
す

る
感
性
が
生
か
さ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

「
合
ふ
」
は
「（
複
数
の
人
が
）
一
緒
に
…
す
る
」

の
意
を
添
え
る
補
助
動
詞
。

6
八
木
の
や
す
の
り
　
伝
未
詳
。
土
佐
の
豪
族
か
。

6
国
　
国
司
の
役
所
。
国
府
。「
竹
取
物
語
」
に

「
国
に
告
げ
た
れ
ど
も
、
国
の
司
ま
う
で
と
ぶ
ら

ふ
に
も
」
と
い
う
例
が
あ
る
。

7
ざ
な
り
　「
ざ
る
な
り
」
の
撥
音
便
「
ざ
ん
な
り
」

の
「
ん
」
を
表
記
し
な
い
形
。

7
守
柄
　
国
守
の
人
柄
。
こ
こ
で
は
前
国
守
の
作
者

自
身
に
つ
い
て
言
う
。

10
講
師
　
国
分
寺
の
住
職
。
国
内
の
僧
尼
を
管
掌
し
、

仏
の
教
え
を
講
じ
る
。

10
出
で
ま
せ
り
　
お
い
で
に
な
っ
た
。「
出
で
ま
す
」
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は
動
詞
「
出
づ
」
に
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
ま
す
」

が
付
い
て
一
語
化
し
た
も
の
。

11
一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
　
一
と
い
う
文
字
す
ら
知

ら
な
い
と
す
る
誇
張
表
現
。「
紫
式
部
日
記
」
に

も
、「
一
と
い
ふ
文
字
を
だ
に
書
き
わ
た
し
は
べ

ら
ず
」
と
い
う
卑
下
表
現
が
見
ら
れ
る
。

11
し
が
足
は
　
そ
の
足
は
。「
し
」
は
代
名
詞
、

「
が
」
は
格
助
詞
。

に
掛
か
っ
て
い
る
か
。

「
来
け
る
」

挿
入
句
で
あ
る
。「
来
け
る
」
の
連
用
修
飾
句
と

な
っ
て
い
る
。

「
今
は
。」（
８
行
目
）
の
下
に
省
略
さ
れ
て
い
る

の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

も
う
用
は
な
い
。

都
へ
帰
っ
て
い
く
役
人
に
対
す
る
土
地
の
人
の
態

度
で
あ
る
。

「
一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
者
、
し
が
足
は
十
文
字

に
踏
み
て
ぞ
遊
ぶ
。」（
11
行
目
）
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
の
か
。

「
一
」
の
文
字
さ
え
も
読
め
な
い
者
た
ち
が
、
酔

っ
ぱ
ら
っ
て
足
元
が
お
ぼ
つ
か
ず
、
足
で
「
一
」

よ
り
難
し
い
「
十
」
の
文
字
を
書
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
と
こ
ろ
。

答補問答補問答
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鑑
賞

　
い
わ
ゆ
る
女
性
仮
託
の
宣
言
と
い
わ
れ
る
冒
頭
の
一
文
を
含
む
一
節
で
あ

る
。
第
三
者
の
女
性
を
筆
者
に
擬
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
作
者
と
は
別
人
格

の
女
性
を
立
て
て
そ
の
視
点
か
ら
記
述
す
る
と
い
う
や
り
方
が
作
中
に
一
貫

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。「
男
も
す
な
る
日
記
」

が
記
録
性
の
強
い
日ひ

次な
み

の
漢
文
日
記
を
指
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
「
女
も
し

て
み
む
と
て
す
る
な
り
」
と
い
う
文
言
は
、
表
面
的
に
は
男
性
漢
文
日
記
の

女
性
版
を
作
ろ
う
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
女
性
仮
託
の
主
眼
は
、

仮
名
文
に
よ
る
日
々
の
記
録
を
記
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
任
国
土
佐
か
ら
の
帰
京
の
旅
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
五
十
五
日
間
が
一
日
も
欠
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
記

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
記
録
性
は
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
序
言

が
作
品
末
尾
の
「
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
疾
く
破
り
て
む
。」
と
呼
応
し
て
い

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
せ
っ
か
く
書
い
た
日
記
を
破
棄
し

よ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
記
録
を
目
指
し
て
書
か
れ
た
は
ず
な

の
に
、
思
い
が
け
ず
も
亡
児
悲
傷
を
は
じ
め
と
す
る
人
情
の
掘
り
下
げ
が
行

わ
れ
た
り
、
歌
論
め
い
た
表
現
が
随
所
に
挟
み
込
ま
れ
た
り
と
、
客
観
的
な

記
録
性
を
逸
脱
し
た
こ
と
に
対
す
る
自
己
批
判
の
文
言
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
跋
文
を
正
直
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

作
品
は
破
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
転
写
を
経
て
現
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
韜
晦
の
言
辞
で
あ
る
が
、
記
録
性
を
脱
し
た
仮
名
文
学
作
品

を
作
り
出
し
た
こ
と
を
逆
説
的
に
揚
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

冒
頭
の
「
男
も
す
な
る
日
記
」
を
「
し
て
み
む
」
と
い
う
文
言
も
、
実
は
初

め
か
ら
裏
切
ら
れ
る
た
め
に
書
き
付
け
ら
れ
た
ポ
ー
ズ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
記
録
の
体
裁
を
と
り
、
そ
れ
を
目
指
す
と
言
い
な
が
ら
、

な
し
崩
し
的
に
逸
脱
し
て
い
く
の
が
「
土
佐
日
記
」
の
執
筆
態
度
で
あ
っ
た
。

　
作
者
紀
貫
之
は
「
古
今
和
歌
集
」
の
撰
者
と
し
て
、
歌
壇
の
指
導
的
地
位

に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
古
今
調
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
理
知

的
、
言
葉
遊
び
に
よ
る
技
巧
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
言
葉
遊
び
に
基
づ

く
諧
謔
表
現
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
作
者
の
作
品

と
し
て
ま
こ
と
に
似
つ
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
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